
平成２２年度 第�次試験問題◯Ｃ

３．中小企業の診断及び助言に関する

実務の事例Ⅲ

１４：００～１５：２０

注 意 事 項

１．開始の合図があるまで、問題用紙・解答用紙に手を触れてはいけません。

２．開始の合図があったら、まず、解答用紙に、受験番号を記入すること。

受験番号の最初の�桁の数字（���）は、あらかじめ記入してあるので、�

桁目から記入すること。

受験番号以外の氏名や符号などは記入しないこと。

３．解答は、黒の鉛筆またはシャープペンシルで、問題ごとに指定された解答欄

にはっきりと記入すること。

４．解答用紙は、必ず提出すること。持ち帰ることはできません。

５．終了の合図と同時に筆記用具を置くこと。

６．試験開始後３０分間及び試験終了前�分間は退室できません。

◯Ｃ
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【C社の概要】

C社は資本金９，０００万円、従業員１２５名、年間売上高約２４億円で、完成車メー

カーを頂点とする自動車部品業界では�次部品メーカーである。C社の組織には、総

務および経理機能を担当する総務部、金属プレス加工を行う金属プレス部、樹脂成形

加工の樹脂成形部、設備メンテナンスおよび樹脂成形用・金属プレス用金型製作の生

産技術部、そして製品品質の全社的管理を担当する品質保証部がある。製品開発や営

業を専任する部門はなく、新規営業開拓は社長自ら担当し、受注後の開発・設計、日

常の受注などの業務は、金属プレス部および樹脂成形部がそれぞれ担当している。

現社長の父親が創業し、家電製品の金属プレス加工部品の生産から C社は出発し

た。現社長が生産部門の役員となってから、加工技術の向上を目指したプレス加工技

能者の育成、加工品質向上のためのプレス金型の内製化、そして設備の改良・改善に

よるコストダウンを図るなど、社内改革を実施してきた。さらに、ISO９００１の要求

事項に従った品質マネジメントシステムを構築して品質保証の標準化を、そして ISO

１４００１の要求事項に従った環境マネジメントシステムを構築して環境管理の標準化を

それぞれ達成している。このような C社の活動は取引先の家電メーカーからも高い

信頼を得て、樹脂金型の製作技術を含む樹脂成形加工技術の供与を受け、家電部品事

業は拡大した。

ところが、家電製品の生産が国内から海外に移転し、それに伴って部品も現地調達

化され、C社の受注が激減した時期がある。現社長は、家電業界の海外生産移転を早

くから予測し、将来の事業の方向性を探っていた。ちょうどその時期に、それまで取

引していた家電メーカーの幹部から、自動車部品メーカー X社の紹介を受けた。そ

の際、X社からは、金属プレス加工および樹脂成形加工の両部門を有していること、

それらの金型が内製化されていること、そして生産設備の改良・改善技術を有してい

ることなどが評価された。これをきっかけとして、さらに社内技術力の向上を図り、

自動車業界での新規受注を計画し、時間をかけて自動車部品メーカーに C社を転換

させた。現在も家電部品の受注はあるが、ごくわずかになっている。

家電部品に代わり、現在の主な生産品目は自動車の駆動制御系部品および電子制御

系電子部品に使われる金属プレス加工品と樹脂成形加工品であり、�次部品メーカー

�社（ X社および Y社）から受注、生産、納品している。X社と Y社は異なった国内
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完成車メーカーの系列にある。X社からは駆動制御系部品を構成する金属プレス加工

品と、電子制御系電子部品の樹脂成形加工品の受注を、そして Y社からは電子制御

系電子部品の樹脂成形加工品と金属プレス加工品の受注を得ている。C社の売り上げ

の構成は、X社約４０％、Y社約３０％、その他約３０％（金型受注販売１５％、家電・

その他１５％）となっている。

C社の近年の業績は、国内自動車生産台数の停滞、海外工場での部品現地調達化な

どの国内完成車メーカーの動向に影響されて、受注量の減少傾向が続いている。ま

た、ハイブリッド車、電気自動車の普及によって、金属プレス部品である駆動制御系

部品の需要が減少する恐れもある。

【取引先からの協力要請による事業計画】

現在、取引先である�次部品メーカー�社からそれぞれ新たな生産協力などを迫ら

れている。

�つは Y社から生産設備および工程の移管計画である。この移管計画は、Y社と

協力して生産リードタイムを短縮すること、そしてコストダウンを図ることの�つを

目的にした計画である。これまで C社で樹脂成形加工および金属プレス加工を行い

別々に納品し、Y社で組み立てをしていた電子部品の生産工程を見直し、Y社に代

わって C社内で組立工程までも行えるようにするものである。この組立工程は、こ

れまで「金属プレス部品の前処理」⇒「樹脂成形部品への装着」⇒「接着」⇒「検査」の�工

程で、それぞれ専用設備にオペレーターが付いて行われ、加工工数が多く、しかも高

度な技術を要する組立工程である。この移管計画についての協議では、Y社から以下

の内容を提示されている。

� 早期に品質を安定させて量産化ができるように、Y社から生産技術者を派遣し、

組立工程の技術指導を行う。

� 組立後の部品納入単価は、従来の Y社での製造原価の１５％削減を見込む。

� 生産移管の目的を達成するために、両社間で生産管理に関する情報を共有する。

この移管計画で最大の問題は、Y社から提示されている厳しい契約単価である。以

前からこの部品加工時の材料歩留まりが悪いことも指摘されており、現状の生産方法

を続けるだけでは C社が十分な利益を確保するのは難しい状況にある。Y社と C社
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では、この移管計画を機に、製品設計変更なども含む VE提案を完成車メーカーに対

して行うことも検討している。

もう�つは、X社からの中国進出の要請である。X社はこれまで海外生産を行って

こなかったが、中国国内での生産拡大を狙う完成車メーカーから中国進出の要請が

あった。そこで生産される部品に C社の加工品が使われ、加えて中国国内では得に

くい金型技術が高く評価され、X社とともに中国進出をしようというものである。す

でに C社も中国沿海地域に工場用地を確保し、X社の駆動制御系製品の組立工場に

隣接して、C社が金属プレス加工工場と金型工場を建設し金属プレス部品を X社の

組立工場に供給する計画である。資金面では金融機関の協力が得られることになり一

定のめどが付いているが、さらに具体的計画立案のために X社と協議を進めてい

る。

第�問（配点２０点）

自動車業界における C社の強みを�欄に、弱みを�欄に、�つずつ、それぞれ２０

字以内で述べよ。

第�問（配点４０点）

Y社から迫られている生産設備および工程の移管計画は、現在具体的な協議が進め

られている。

（設問�）

この計画で最も大きな問題は、Y社から提示されている厳しい契約単価である。

この計画でコストダウンを行い、利益を確保するために必要な具体的方法を１２０字

以内で述べよ。
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（設問�）

この計画の実施により C社の生産現場に混乱が予想される。予想される混乱の

内容を�欄に６０字以内で、またその対策を�欄に１００字以内で、それぞれ述べ

よ。

第�問（配点２０点）

Y社からの生産設備および工程の移管計画には、�生産リードタイムの短縮、�コ

ストダウンの�つの目的がある。これらの目的を達成するために Y社と共有化すべ

き生産管理に関する情報は何か。目的�、�について具体的情報データ項目をそれぞ

れ２０字以内であげよ。

第�問（配点２０点）

X社からの要請による中国進出計画が進展している。この計画に関して C社の技

術を生かした独自の経営の方向性と対応策について、中小企業診断士としてどのよう

なアドバイスをするか、１４０字以内で述べよ。
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